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＜病棟連絡事項＞
・特記事項なし。

＜東病棟入室状況＞
【転出】
・平野　光枝様～東C6号室　→　南C202号室

＜患者様連絡事項＞
・袴田　将志様～3/12よりクロザリル25mg→50mgへ増量となり3日分処方。

・沢口　圭子様～不穏時レボトミン（5）1T 10回分処方。臨時薬リスパダール内用液（2）1P夕食後4日分処方。

・中村　せつ様～主治医指示にて血液検査、腹部CT再検。Hb11.5と3/9より悪化なし。画像上は明らかな血腫の増大は認めない。疼痛コントロール目的にて、カロナール（200）1T　毎食後4日分処方。

・小田桐　幸雄様～腰背部痛あり、ハップスター2袋処方。

・松原　益子様～軟便続いており、臨時薬の酸化マグネシウム適宜調整可の指示あり。3/16くどう整形受診決まり、入院証明書依頼済。

[bookmark: _GoBack]・石上　十三雄様～3/15（水）10：00退院、初外来3/28（火）10：00予約。

＜隔離・身体拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前午後1時間ずつ開放観察実施。開放すると躊躇なく他者の私物を弄り行動を自制できないため、時間を早めて開放観察を終える。隔離中は静穏で経過。引き続き精神症状や身体症状の変化に注意して観察を行い、早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。

・袴田　将志様～時間隔離中。6：00～16：00開放観察実施。自室で音楽を聴いている事多い。対面穏やかで言葉数少なく妄想言動や過度な飲水行動なく静穏で経過。引き続き精神症状や身体症状の変化に注意して観察を行い、早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。

・安達　貴浩様～20：00～6：00時間隔離中。他者の自分本位な振る舞いに感情的となるが一時的。不安や不満を話すが傾聴にて落ち着いている。引き続き精神症状や身体症状の変化に注意して観察を行い、早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。

・青木　昭弘様～身体拘束中。6：00～20:00開放観察実施。他者が周りにいなくなると叫んだりテーブル叩きあり。介入にてすぐに落ち着く事ができている。自傷行動ない。引き続き精神症状や身体症状の変化に注意して観察を行い、早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。

＜要注目患者様情報＞
・中村　せつ様～主治医指示にて胸部、腹部CT撮影実施。収縮期血圧依然高値、喘鳴、湿性咳嗽、労作時の易疲労感持続。

＜措置入院患者様ケース検討＞
・藤井　崇史様～軽度の映像が浮かぶなどの幻視や幻聴は軽減している。依然として思考伝播は持続しており、それらに影響を受けた不安感や緊張感、過敏性の亢進などは持続している。
